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「フランスはバチカンの長女」 

 フランスはキリスト教カトリックの牙城 

• cf)ローマの牝牛(ドイツ) 

 

 

 

 宗教による避妊抑制(受胎につながらない「性」は禁忌) 

• 自慰   → オナンの罪(旧約) 

• 同性愛  →ソドムとゴモラ(旧約)   

• 避妊も！ 

 

フランスは、三十年戦争においては 
プロテスタント側で参戦する！ 



「識字化＋脱キリスト教化＝避妊」  

 エマニュエル・トッド(1951‐) 

 

 主に北フランスにおいて、大革命以前に 

1. 識字率の上昇 

2. 脱キリスト教化(平等主義核家族) 

 

 他国に先駆けての避妊の普及 

    → 出生率の低下・人口減少 

 

 



陸軍的人口覇権の危機 

 陸軍最強のフランス cf)海軍最強のイギリス 

 フランス２７００万：ドイツ２２００万：イギリス９００万(1801) 



フランス人口 (家族 )政策の特色  

 人口を増やすことは国是！ 

 様々な主体からの手厚い保護による多様な家族形態の需要 

          法律婚 － PACS － 同棲 

家族会議/全国家族協会連合/連帯・保健・家族省/人口及び家族に

関する高等諮問会議/国立人口問題研究所/全国家族手当金庫 

 特に、女性が育児を理由に仕事を辞めなくてよい社会づくり 

  日本・ドイツ → パート中心  フランス → 正規雇用中心 

 



LA MÉDAILLE DE LA 

FAMILLE FRANÇAISE 

 4－5人 → Médaille de bronze (銅) 

 6－7人 → Médaille d’argent  (銀) 

 8人以上 → Médaille d’or         (金) 

 1920~ 

 



 



 



 



 



 



 



 



 

日本と同等以上の晩婚化・晩産化！ 



テンポ指標、カンタム指標  



カンタム指標(フランス ) 

 



カンタム指標(日本) 

 



出生コホートの合計出生率(カンタム指標) 

0 

0.5 

1 

1.5 

2 

2.5 

3 

1931 1933 1935 1937 1939 1941 1943 1945 1947 1949 1951 1953 1955 1957 1959 1961 1963 1965 

フランス 

日本 

西ドイツ 

コホート出生年(西暦) 

合
計
出
生
率

 



日仏の問題点の差異と得られる示唆  

 フランスはカンタム指標で出生率が2を切らないのに対して日本(ド

イツも)は2を切っている。 

 フランスは晩婚化・晩産化が進む一方で充実した支援体制の力で

女性は平均して二人以上の子供を産む 

 日本は晩婚化・晩産化にかまけて2人生まない → モチベーショ

ンの違い 

 大切なのはやはり育児支援の拡充で女性が子供を産むモチベー

ションを高めることにある？ 



おまけ  



高TFR群(TFR1.8~) 

低TFR 群(TFR=~1.8) 
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